
JP 5156262 B2 2013.3.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４重螺旋の螺旋ドリルシャフト（３）を有する岩状物用の回転打撃ドリルであって、４
重の回転対称かつ鏡対称形状をなす螺旋ドリルシャフト横断面を備え、この横断面におい
て、半径方向に張り出す螺旋軌条（４）を凹状に形成した溝基底面（５）から包絡円（６
）にいたるまで凸状に形成すると共に、前記螺旋軌条（４）は軌条幅（Ｓ）に関するアン
ダーカット部（７）を有することを特徴とする回転打撃ドリル。
【請求項２】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において描ける内接円（８）が、包絡円半径（Ｈ）の１
／３～２／３の内接円半径Ｉを有するよう構成したことを特徴とする請求項１に記載の回
転打撃ドリル。
【請求項３】
　前記アンダーカット部（７）を、包絡円半径（Ｈ）の１／２～２／３の範囲内の半径（
Ｒ）上に配置したことを特徴とする請求項１または２に記載の回転打撃ドリル。
【請求項４】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において、前記溝基底面（５）が、包絡円半径（Ｈ）の
１／３～２／３の範囲内の溝基底面半径（Ｎ）を有するよう構成したことを特徴とする請
求項１～３のいずれか一項に記載の回転打撃ドリル。
【請求項５】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において、螺旋軌条（４）の半径方向外側の端縁におけ
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る幅（Ｂ）が、包絡円半径（Ｈ）の１／８～１／６の範囲に存在するよう構成したことを
特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の回転打撃ドリル。
【請求項６】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において、前記螺旋軌条（４）が、半径方向外方に向か
って包絡円弧（９）に移行するよう構成したことを特徴とする請求項１～５のいずれか一
項に記載の回転打撃ドリル。
【請求項７】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において、凹状の前記溝基底面（５）と前記包絡円弧（
９）との間に凸状の側端縁（１０）を生ずる構成としたことを特徴とする請求項６に記載
の回転打撃ドリル。
【請求項８】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において、前記溝基底面（５）が前記側端縁（１０）に
滑らかに移行するよう構成したことを特徴とする請求項７に記載の回転打撃ドリル。
【請求項９】
　前記螺旋ドリルシャフト横断面において、前記側端縁（１０）が、包絡円半径（Ｈ）の
１／４～１／２の範囲内における側端縁半径（Ｆ）を有するよう構成したことを特徴とす
る請求項６または７に記載の回転打撃ドリル。
【請求項１０】
　前記螺旋軌条（４）の、ドリル軸線（Ａ）に対する所定の螺旋傾斜角（α）が、４５°
～５５°の範囲内となるよう構成したことを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記
載の回転打撃ドリル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、４重螺旋の螺旋ドリルシャフトを有する岩状物用の回転打撃ドリルであって
、好適には３mm～５mmの直径範囲にあり、回転打撃手工具装置に使用されるものに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　回転打撃ドリルのこの種の４重螺旋の螺旋ドリルシャフトは、通常、螺旋ドリルシャフ
ト横断面において４重の回転対称かつ鏡対称形状をなし、独国特許第４４１９６４１号明
細書（特許文献１）によると、凹状に形成した溝基底面から半径方向に張り出す個々の螺
旋軌条が半径方向外方に向かって先細形状にする、もしくは、米国特許第２６７３７１６
号明細書（特許文献２）に記載されたように、同一の幅で張り出す。
【０００３】
　米国特許第４７４９０５１号明細書（特許文献３）には、４重の回転対称および鏡対称
形状の螺旋ドリルシャフト横断面を備える４重螺旋の螺旋ドリルシャフトが記載されてお
り、これによると、凹状に形成した溝基底面から半径方向に張り出す螺旋軌条が、螺旋ド
リルシャフト直径の包絡弧に移行する。
【０００４】
　独国特許第２８９５３５５号明細書（特許文献４）には、凸状に形成した溝基底面から
包絡円にいたるまで張り出す凸状円弧形状の螺旋軌条を有し、４重の回転対称かつ鏡対称
形状のドリルロッドとした４重螺旋の螺旋シャフトが記載されており、この螺旋軌条は独
国特許第２０６５１７号明細書（特許文献５）によると、楕円状に形成され、さらに、軌
条幅に関するアンダーカット部を形成する。
【０００５】
　螺旋ドリルシャフト横断面の具体的な幾何形状は、手動操作の手工具装置を使用する際
に多数の要求を満たす必要性がある回転打撃ドリルの特性に、重大な影響を及ぼす。従っ
て、これらの要求を非限定的に列挙すれば、目的に応じた使用の所定の周辺条件（例えば
、螺旋軌条直径、打撃エネルギー、回転モーメント、曲げモーメントドリル材料）に対し
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て、例えば、質量、排出量、摩擦値、破壊強度、音響インピーダンス、ねじれ剛性、なら
びに曲げ剛性の平均値および周方向変化を、互いに適応させなければならない。
【０００６】
【特許文献１】独国特許第４４１９６４１号明細書
【特許文献２】米国特許第２６７３７１６号明細書
【特許文献３】米国特許第４７４９０５１号明細書
【特許文献４】独国特許第２８９５３５５号明細書
【特許文献５】独国特許第２０６５１７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、手工具装置での使用に最適な特性を備える打撃ドリルの４重螺旋の螺
旋ドリルシャフトを得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は、基本的に請求項１に記載の特徴を有する構成によって達成できる。好適な
実施形態を従属請求項に記載する。
【０００９】
　すなわち、本発明は、４重螺旋の螺旋ドリルシャフトを有する岩状物用の回転打撃ドリ
ルであって、４重の回転対称かつ鏡対称形状をなす螺旋ドリルシャフト横断面を備え、こ
の横断面において、半径方向に張り出す螺旋軌条を凹状に形成した溝基底面から包絡円に
いたるまで凸状に形成すると共に、前記螺旋軌条は軌条幅に関するアンダーカット部を有
することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　凹状の溝基底面と凸状の螺旋軌条との間にアンダーカット部を設けることにより、この
アンダーカット部から半径方向外方の領域にわたり螺旋軌条の断面を積分する際に、積分
域の局部的極大値で螺旋軌条断面積の拡大をもたらし、このことにより、過比例的に（半
径の二乗に比例して）異なる断面慣性モーメントが得られ、従って、ねじれ強度および曲
げ強度が過比例的に増大する。これによって横断面面積、ひいては質量を減少させること
ができ、量産製品における重量および材料使用量を低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において描ける内接円が、包絡
円半径Ｈの１／３～２／３の内接円半径Ｉを有するよう構成する。この構成によって、十
分良好な打撃エネルギー伝達特性がもたらされる。
【００１２】
　好適な実施形態においては、アンダーカット部を、包絡円半径の１／２～２／３の範囲
内の半径上に配置する。これによって、湾曲した螺旋ドリルシャフト横断面面積が適切に
拡大する。
【００１３】
　本発明の好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において、溝基底面が
、包絡円半径の１／３～２／３の範囲内の溝基底面半径を有するよう構成する。これによ
り、わずかに湾曲した螺旋溝経路が構成され、排出すべき、掘削屑がこの螺旋溝経路に付
着しにくくなる。
【００１４】
　さらに、本発明の好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において、螺
旋軌条の半径方向外側の端縁における幅が、包絡円半径の１／８～１／６の範囲に存在す
るよう構成する。この構成によれば、通常起こりうる摩擦のもとで、螺旋ドリルがドリル
孔内壁に充分に案内される。
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【００１５】
　本発明の好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において、前記螺旋軌
条が、半径方向外方に向かって包絡円弧に移行するよう構成する。この構成によれば、螺
旋ドリルが、非摩耗的に、平面的に当接する形でドリル孔内壁に充分に案内される。
【００１６】
　本発明の好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において、凹状の前記
溝基底面と包絡円弧との間に凸状の側端縁を生ずる構成とする。この構成によれば、螺旋
ドリルを形成する、周方向の端縁湾曲遷移部における鋭角的稜線を生ずるのが回避される
。
【００１７】
　本発明の好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において、溝基底面が
側端縁に滑らかに移行するよう構成する。これによって、内側端縁における破断が起こり
うる位置がなくなり、従って、螺旋ドリルの最大応力が増加する。
【００１８】
　本発明の好適な実施形態においては、螺旋ドリルシャフト横断面において、側端縁が、
包絡円半径の１／４～１／２の範囲における側端縁半径を有するよう構成する。この構成
によれば、アンダーカット部における螺旋軌条の幅が充分な場合、半径方向外方に向かっ
て十分な端縁幅が維持され、これがドリル孔内壁と適切な摩擦を生じる。
【００１９】
　本発明の好適な実施形態においては、螺旋軌条の、ドリル軸線に対する所定の螺旋傾斜
角が、４５°～５５°の範囲内、より好適には、４８゜となるよう構成する。この構成に
よれば、螺旋経路を部分的に途切れさせることなく、掘削屑の排出速度が高められる。
【００２０】
　以下では、図面を参照して好適な実施例とともに本発明をさらに詳細に説明する。
【実施例】
【００２１】
　図１に示す岩状物用の回転打撃ドリルは、突き合わせろう付けした超硬質材料ヘッドの
形式とした硬質材料を備えるドリルヘッド１と、シャンク（差し込み端部）２との軸線方
向の中間に配置した、４個の螺旋軌条４を備える４重螺旋の螺旋ドリルシャフト３を有し
、これら螺旋軌条４は、それぞれドリルの軸線Ａに対して所定の螺旋４８°の傾斜角αを
有する。
【００２２】
　図２に示すように、螺旋ドリルシャフト横断面は、４重の回転対称かつ鏡対称形状であ
り、溝基底面５から半径Ｈの包絡円６にいたるまでの間で半径方向に張り出す螺旋軌条４
を凸状に構成し、軌条幅Ｓに関するアンダーカット部７を形成する。螺旋ドリルシャフト
横断面において描ける内接円８は、包絡円半径Ｈの、例えば、１／２、とした内接円半径
Ｉを有する。アンダーカット部７は、包絡円の半径Ｈの３／４に相当するアンダーカット
部半径Ｒ上に位置する。凹状に形成した溝基底面５は、包絡円半径Ｈの、例えば、１／２
とした溝基底面半径Ｎを有する。螺旋軌条４の半径方向外側の端縁における幅Ｂは、包絡
円半径Ｈの、例えば、約１／７とし、この幅Ｂの部分で螺旋軌条４は包絡円弧９に移行す
る。凹状の溝基底面５と包絡円弧９との間に、凸状の側端縁１０を生じ、この側端縁１０
は滑らかに溝基底面５に移行する。側端縁１０は、包絡円半径Ｈの、例えば、１／３とし
た側端縁半径Ｆを有する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】回転打撃ドリルの側面図である。
【図２】螺旋ドリルシャフトの横断面図である。
【符号の説明】
【００２４】
１ ドリルヘッド
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２ シャンク
３ 螺旋ドリルシャフト
４ 螺旋軌条
５ 溝基底面
６ 包絡円
７ アンダーカット部
８ 内接円
９ 包絡円弧
１０ 側端縁
Ａ ドリルの軸線
α 螺旋傾斜角
Ｈ 包絡円の半径
Ｓ 軌条幅
Ｉ 内接円半径
Ｒ アンダーカット部半径
Ｎ 溝基底面半径
Ｂ 端縁の幅
Ｆ 側端縁半径

【図１】

【図２】
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